
『多国籍軍参加国状況』
2006年2月20日現在（外務省、ロイター通信などの資料より）
Ⅰ．現在、多国籍軍に派兵している国：　191国連加盟国中23ヶ国（合計約160,700人）
１．米国　　　　　138,000人
２．英国　　　　　　8,500人（イラク南部駐留部隊は本年3月に撤退開始、5月に撤退完了を示唆）
３．韓国　　　　　　3,700人（昨年12月に1年延長を決定したが、部隊を2,300人に削減する）
４．イタリア　　　　3,200人（6月までに半減。米英の合意あれば年内に完全撤退する意向を表明）

５．ポーランド　　　1,500人（昨年12月に１年延長を決定したが、今年3月に900人に縮小削減）
６．オーストラリア　1,370人
７．グルジア　　　　　850人
８．ルーマニア　　　　830人

９．日本　　　　　　　800人（イラク・サマワに約600人、クウェートに約200人）
10．デンマーク　　　　530人
11．エルサルバドル　　380人
12．モンゴル　　　　　180人
13．アゼルバイジャン　150人
14．アルバニア　　　　120人
15．ラトビア　　　　　120人
16．リトアニア　　　　105人

17．スロバキア　　　　105人
18．チェコ　　　　　　102人
19．アルメニア　　　　 50人
20．エストニア　　 　　43人
21．ボスニア・ヘルツェゴビナ　36人
22．カザフスタン　 　　30人
23．マケドニア　　 　　28人
Ⅱ．すでに撤退した国：　16ヶ国
ニカラグア、ドミニカ共和国、スペイン、ホンジュラス、フィリピン、ニュージーランド、タイ、トンガ、ハンガリー、ポルトガル*、モルドバ、オランダ*、シンガポール、ノルウェー*、ブルガリア（2005年12月）、ウクライナ（同）
(注１)　*印の国は連絡将校などの残留で、本隊は撤退済み。
(注2)　2003年3月、米国は「イラク戦争」開始に当たり、国連安保理決議に基づくことが出来なかったため、「有志連合（Coalition of the Willing）」を組織。49ヶ国の「支持」を取り付ける。そのうち39ヶ国が派兵。既に撤退した国は16ヶ国。現在、国連多国籍軍（実態は米軍主導の占領軍）参加しているのは、上記の23ヶ国のみ(国連加盟国総数は191ヶ国)。

以上（文責：池住義憲）

